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空
バ
ン・船
腹
不
足
で
苦
境

船
社
に
供
給
責
任
求
め
る

フォワーダー
　
コ
ン
テ
ナ
船
の
需
給
逼ひ

っ
ぱ
く迫
で
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
苦
境
に
陥
っ
て
い
る
。
荷
主
の
輸
送
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
出
入
と

も
に
空
コ
ン
テ
ナ
（
空
バ
ン
）
と
輸
送
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
が
日
増
し
に
深
刻
化
。
仕
入
れ
運
賃
も
高
騰
し
、
荷
主
と
船
社
の
板
挟
み
の
状
況
が

続
く
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
連
続
に
現
場
は
疲
弊
し
、
ま
た
中
小
企
業
で
は
来
年
以
降
の
経
営
を
危
ぶ
む
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

大
手
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
関
係
者
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
貿
易
、
経
済
を
揺
る
が
す
事
態
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
。「
市
況
に
合
わ
せ
た

運
賃
は
支
払
う
。
船
社
は
日
本
向
け
の
空
バ
ン
と
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
船
腹
割
り
当
て
）
を
確
保
し
、
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
社
会
的
な
責
任
を

果
た
す
べ
き
だ
」
と
船
社
に
強
く
求
め
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ほ
ど
の
異
常
事
態

は
初
め
て
だ
」
と
大
手
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
の
幹
部
は
驚
き
を

隠
さ
な
い
。
日
本
発
で
は
９

月
ご
ろ
か
ら
東
西
航
路
を
中

心
に
ブ
ッ
キ
ン
グ
が
取
り
づ

ら
く
な
り
、
先
月
に
は
ア
ジ

ア
域
内
で
も
一
気
に
逼
迫
感

が
高
ま
っ
た
。

　

別
の
大
手
の
担
当
者
は

「
荷
主
か
ら
カ
ネ
（
運
賃
）

は
い
く
ら
で
も
払
う
と
言
わ

れ
て
も
、
年
内
は
全
世
界
、

全
航
路
、全
船
社
で
ハ
コ（
空

バ
ン
）
と
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
と
言
っ
て
い
い
。
年
明

け
も
取
り
づ
ら
く
な
っ
て

い
る
」
と
い
ら
立
ち
を
募
ら

せ
る
。

　
空
バ
ン
に
つ
い
て
は
、
北

米
航
路
で
需
要
の
高
い
40
㌳

Ｈ
Ｃ
（
ハ
イ
キ
ュ
ー
ブ
）
コ

ン
テ
ナ
の
不
足
が
顕
著
だ
っ

た
が
、
ア
ジ
ア
域
内
で
は
20

㌳
は
比
較
的
確
保
で
き
る
状

況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

は
20
㌳
の
供
給
も
尽
き
つ
つ

あ
る
。
こ
の
た
め
、
11
月
中

旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
日

本
発
着
で
の
新
規
ブ
ッ
キ
ン

グ
の
受
け
付
け
自
体
を
停
止

す
る
船
社
が
相
次
い
で
い

る
。
コ
ン
テ
ナ
の
供
給
が
受

け
ら
れ
る
場
合
で
も
、
一
部

ア
ジ
ア
航
路
を
除
い
て
平
時

の
４
―
５
倍
と
い
う
運
賃
が

続
出
し
て
い
る
。

　
問
題
は
来
年
２
月
の
旧
正

月
以
降
も
長
期
化
す
る
と
の

見
方
も
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

ま
ま
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
す
る
懸
念
も
あ
る
。
大
手

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
担
当
者
は

「
出
口
の
見
え
な
い
中
、
荷

主
と
船
社
の
間
で
対
応
に
追

わ
れ
て
現
場
は
疲
弊
し
て
い

る
。
も
う
メ
ン
タ
ル
が
持
た

な
い
」
と
悲
鳴
を
上
げ
る
。

　
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
各
社
も
手

を
こ
ま
ぬ
い
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
社
内
各
部
門
や
提

携
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
、
コ
ン

テ
ナ
ス
ペ
ー
ス
の
シ
ェ
ア
に

取
り
組
む
ほ
か
、
荷
主
の
要

望
に
近
い
代
替
ル
ー
ト
の
手

配
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
が
状

況
が
刻
々
と
変
わ
る
た
め
に

「
代
替
ル
ー
ト
も
す
ぐ
に
取

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
船

社
に
当
た
り
ま
く
る
し
か
な

い
」（
大
手
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

関
係
者
）
状
態
だ
。

　
航
空
輸
送
の
運
賃
も
高
止

ま
り
し
、
シ
フ
ト
で
き
る
の

は
自
動
車
関
連
や
運
賃
負
担

力
の
高
い
貨
物
に
限
ら
れ

る
。
旅
客
機
・
貨
物
機
の
チ

ャ
ー
タ
ー
料
金
も
高
騰
し
、

特
に
大
型
貨
物
機
の
チ
ャ
ー

タ
ー
料
金
は
米
国
向
け
で
平

時
の
５
倍
に
達
す
る
と
い

う
。

　
欧
州
向
け
で
中
国
・
韓
国

や
ロ
シ
ア
発
の
鉄
道
輸
送
を

手
配
し
よ
う
に
も
、
日
本
か

ら
の
海
上
輸
送
部
分
が
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
・
在
来
船
の
活

用
も
見
ら
れ
る
が
、
航
路
や

仕
向
け
地
が
限
定
さ
れ
る
。

「
島
国
で
あ
る
日
本
に
は
逃

げ
道
が
な
く
な
っ
て
き
た
」

と
大
手
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
担

当
者
は
諦
め
顔
だ
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｌ（
コ
ン
テ
ナ
単
位
）

か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｌ
（
海
上
混
載
）

へ
の
シ
フ
ト
需
要
も
拡
大
し

て
い
る
。
し
か
し
大
手
混
載

業
者
関
係
者
は
「
少
し
で
も

荷
物
を
集
め
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
通
常
押
さ
え
て
い
る
以

上
の
輸
送
は
で
き
な
い
。
貨

物
の
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
や
新
規

の
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
受
け
る
の

は
難
し
い
」
と
説
明
。
別
の

事
業
者
は
「
一
度
に
出
荷
す

る
の
で
は
な
く
、
優
先
順
位

を
付
け
て
も
ら
え
ば
何
と
か
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海
事
産
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
愛
媛
県
今
治
市
な
ど
31

自
治
体
は
８
日
、「
海
事
産

業
の
未
来
を
共
創
す
る
全
国

市
区
町
村
長
の
会
」
の
発
足

式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す

る
。
国
内
造
船
業
は
、
公
的

支
援
を
受
け
る
韓
国
、
中
国

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、

足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
も
あ
り
受
注
低

迷
で
手
持
ち
工
事
量
が
減
少

す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
31
自
治
体

の
首
長
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、

国
に
現
状
を
伝
え
、
海
事
産

業
へ
の
支
援
を
継
続
的
に
求

め
る
取
り
組
み
が
必
要
と
判

断
し
た
。

　
今
回
の
動
き
に
先
立
ち
、

有
志
の
17
自
治
体
首
長
は
11

月
、「
地
域
の
経
済
・
雇
用

を
支
え
る
海
事
産
業
に
対
す

る
支
援
要
望
」
を
自
民
党
の

二
階
俊
博
幹
事
長
な
ど
関
係

者
に
求
め
た
。
要
望
の
柱

は
「
企
業
の
連
携
、
再
編
な

ど
に
伴
う
集
約
化
、
生
産
性

向
上
な
ど
の
取
り
組
み
へ
の

支
援
」「
船
舶
の
建
造
促
進

へ
の
支
援
」「
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
措
置
の
延
長
」

「
公
正
な
市
場
の
確
保
」
の

４
点
。

　
こ
の
中
で
、「
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
の
延

長
」
な
ど
で
一
定
の
成
果
を

得
た
た
め
、
今
回
対
象
自
治

体
を
拡
大
し
、
継
続
的
に

要
望
活
動
を
行
う
体
制
を

整
え
る
。「
海
事
産
業
の
未

来
を
共
創
す
る
全
国
市
区

町
村
長
の
会
」
に
参
加
す

る
31
自
治
体
は
、
比
較
的

大
規
模
な
造
船
所
が
立
地

し
て
い
る
な
ど
海
事
産
業

に
ゆ
か
り
の
あ
る
自
治
体
。

同
会
に
は
、
正
副
会
長
は

置
か
ず
、
菅
良
二
今
治
市

長
が
代
表
世
話
人
に
就
任
。

事
務
局
は
今
治
市
役
所
が
担

う
。

　

参
加
す
る
自
治
体
（
首

長
）は
、北
海
道
函
館
市
、

青
森
県
八
戸
市
、
神
奈
川
県

横
須
賀
市
、
津
市
、
京
都
府

舞
鶴
市
、
神
戸
市
、
兵
庫
県

相
生
市
、
岡
山
県
倉
敷
市
、

同
玉
野
市
、
広
島
県
呉
市
、

同
三
原
市
、
同
尾
道
市
、
同

福
山
市
、
山
口
県
下
関
市
、

徳
島
県
小
松
島
市
、
香
川
県

丸
亀
市
、
同
多
度
津
町
、
愛

媛
県
宇
和
島
市
、
同
八
幡

浜
市
、
同
西
条
市
、
同
上

島
町
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
、

長
崎
市
、
長
崎
県
佐
世
保

市
、
同
西
海
市
、
熊
本
県
宇

城
市
、同
長
洲
町
、大
分
市
、

大
分
県
佐
伯
市
、同
臼
杵
市
、

愛
媛
県
今
治
市
（
代
表
世
話

人
）。

新
型
コ
ロ
ナ

　
中
国
政
府
は
先
月
、
中
国

に
寄
港
を
予
定
し
て
い
る
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
に
対
す
る

検
疫
を
強
化
し
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
国
内
の
指
定
医
療
機
関

で
乗
船
の
48
時
間
前
ま
で

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
と
、
抗
体
検
査
の

双
方
の
受
検
を
済
ま
せ
て
お

く
こ
と
を
、
船
員
ら
に
求
め

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
検
査
の

陰
性
証
明
が
な
け
れ
ば
、
中

国
へ
の
寄
港
に
支
障
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
今
回
の
中
国
に
よ
る
検
疫

強
化
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
外

雇
用
庁
（
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ａ
）
が
先

月
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
国
大

使
館
か
ら
の
通
知
を
受
け
、

海
運
業
界
関
係
者
ら
に
明
ら

か
に
し
た
も
の
だ
。

　
中
国
に
寄
港
す
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
船
員
に
対
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
内
の
指
定
医
療
機
関

で
乗
船
の
48
時
間
前
ま
で
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
抗
体
検
査
の

双
方
の
受
検
を
済
ま
せ
て
お

く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
乗
船
の
72
時

間
前
ま
で
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

だ
け
の
受
検
を
要
件
と
し
て

比
船
員
の
検
疫
強
化

乗
船
48
時
間
前
ま
で

中　国

Ｐ
Ｃ
Ｒ
・
抗
体

２

検

査

新
造
船「
は
ま
ゆ
う
」投
入

ス
ク
ラ
バ
ー
工
事
で
代
船

新日本海Ｆ
　
新
日
本
海
フ
ェ

リ
ー
は
４
日
、
長

崎
市
の
三
菱
重
工

業
長
崎
造
船
所
本

工
場
（
立
神
）
で

建
造
中
の
１
万
５

４
０
０
総
㌧
型

「
は
ま
ゆ
う
」
を

来
年
３
月
か
ら
日

本
海
航
路
に
期
間

限
定
で
投
入
す
る

と
公
表
し
た
。
同

船
は
新
日
本
海
フ

ェ
リ
ー
な
ど
が
出
資
す
る

東
京
九
州
フ
ェ
リ
ー
が
来
年

７
月
に
開
設
予
定
の
横
須
賀

（
神
奈
川
県
）―
新
門
司（
北

九
州
市
）航
路
へ
の
就
航
船
。

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の
舞
鶴

（
京
都
府
）
―
小
樽
（
北
海

道
）
航
路
投
入
船
が
Ｓ
Ｏ
Ⅹ

（
硫
黄
酸
化
物
）
規
制
強
化

対
応
で
ス
ク
ラ
バ
ー
（
排
ガ

ス
浄
化
装
置
）
の
レ
ト
ロ
フ

ィ
ッ
ト
（
既
存
船
へ
の
装
置

搭
載
）
工
事
を
行
う
た
め
、

そ
の
間
の
代
船
の
役
割
な
ど

を
担
う
。

　
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
は
舞

鶴
―
小
樽
航
路
、
敦
賀
（
福

井
県
）
―
苫
小
牧
東
（
北
海

道
）
航
路
、
新
潟
―
小
樽
航

路
に
そ
れ
ぞ
れ
投
入
し
て
い

る
各
２
隻
の
合
計
６
隻
で
、

今
年
か
ら
運
航
船
へ
の
ス
ク

ラ
バ
ー
の
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト

工
事
を
進
め
て
い
る
。
東
京

九
州
フ
ェ
リ
ー
の
航
路
に
投

入
さ
れ
る
「
は
ま
ゆ
う
」
を

含
む
新
造
船
２
隻
に
も
ス
ク

ラ
バ
ー
を
搭
載
す
る
。

　
「
は
ま
ゆ
う
」
は
日
本
海

航
路
で
運
航
後
、
三
菱
重
工

長
崎
で
現
在
建
造
中
で
来
年

６
月
末
ま
で
に
竣
工
予
定
の

同
型
船
１
隻
と
共
に
、
来
年

７
月
開
設
予
定
の
横
須
賀
―

北
九
州
航
路
に
投
入
さ
れ
る

計
画
だ
。

　
「
は
ま
ゆ
う
」
の
初
営
業

航
海
は
来
年
３
月
５
日
の
舞

鶴
午
後
11
時
50
分
発
小
樽
行

き
か
ら
。
同
社
の
同
月
の
配

船
計
画
に
よ
る
と
、
同
26
日

ま
で
舞
鶴
―
小
樽
航
路
に
投

入
さ
れ
た
後
、
同
27
日
は
小

樽
発
敦
賀
行
き
で
運
航
。
同

28
日
か
ら
敦
賀
―
苫
小
牧
東

航
路
で
運
航
さ
れ
る
予
定

だ
。

　
「
は
ま
ゆ
う
」
は
航
海
速

力
28
・
３
㌩
の
高
速
フ
ェ
リ

ー
で
、
全
長
２
２
２・５
㍍
。

ト
ラ
ッ
ク
（
12
㍍
換
算
）
約

１
５
４
台
、
乗
用
車
約
30
台

を
積
載
し
、
旅
客
定
員
は
２

６
８
人
。

　
同
船
は
新
航
路
開
設
後
、

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
が
所
有

と
船
舶
管
理
を
行
い
、
東
京

九
州
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
す
る
。

な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い

う
状
況
だ
。

　

■
Ｌ
Ｃ
Ｌ
で
繁
忙
期
割
増

金
　
船
社
か
ら
の
仕
入
れ
に
つ

い
て
は
、
契
約
運
賃
で
は
な

く
ス
ポ
ッ
ト
レ
ー
ト
の
適

用
が
広
が
っ
て
い
る
。
各

社
は
荷
主
へ
の
転
嫁
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
12
月
上

旬
出
港
船
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｌ
に

Ｐ
Ｓ
Ｓ
（
繁
忙
期
割
増
金
）

を
緊
急
導
入
す
る
動
き
が

相
次
ぐ
。

　
Ｌ
Ｃ
Ｌ
の
Ｐ
Ｓ
Ｓ
は
欧
州

向
け
が
中
心
で
、
金
額
は
レ

ベ
ニ
ュ
ー
ト
ン
当
た
り
25
㌦

の
水
準
。
大
手
混
載
業
者
の

担
当
者
は
「
欧
州
向
け
は
運

賃
修
復
が
進
み
、
耐
え
ら
れ

な
い
レ
ベ
ル
の
上
が
り
幅
に

な
っ
て
き
た
」
と
話
す
。
Ｐ

Ｓ
Ｓ
は
今
後
、
欧
州
向
け
以

外
の
Ｌ
Ｃ
Ｌ
に
も
広
が
っ
て

い
き
そ
う
だ
。

　

あ
る
中
堅
海
貨
業
者
の

経
営
者
は
「
わ
れ
わ
れ
は

利
用
運
送
事
業
者
。
キ
ャ

リ
ア
に
実
輸
送
を
受
け
て

も
ら
え
な
け
れ
ば
何
も
で

き
な
い
。
売
り
上
げ
が
立
ち

に
く
く
な
る
一
方
で
、
仕
入

れ
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
お

り
、
大
赤
字
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に

す
る
。

い
た
。「
順
守
で
き
な
い
場

合
に
は
、
港
に
よ
っ
て
は
、

14
日
間
停
船
さ
せ
ら
れ
る
な

ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
っ

た
」（
船
主
関
係
者
）

　
乗
船
前
に
確
保
で
き
る
検

査
時
間
が
以
前
よ
り
短
く
な

っ
た
こ
と
に
加
え
、
受
検
が

必
要
な
検
査
数
も
増
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
船
主
や
船
舶

管
理
会
社
に
よ
る
船
員
配
乗

業
務
は
、
一
層
煩
雑
化
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
船
舶
管
理
会
社
の

関
係
者
は
「
感
染
拡
大
が
続
く

中
で
、
わ
れ
わ
れ
は
各
国
の
船

員
交
代
に
関
す
る
規
制
と
戦

っ
て
き
た
。
足
元
で
も
欧
州
の

感
染
第
３
波
の
影
響
で
フ
ラ

イ
ト
（
航
空
機
に
よ
る
移
動
）

が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
る
な
ど
、

状
況
は
刻
々
と
変
化
し
て
い

る
。
こ
の
中
国
の
検
疫
強
化
も

そ
の
一
環
と
し
て
粛
々
と
対

応
し
て
い
く
ま
で
だ
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

　
―
―
Ｉ
Ｅ
Ｃ
テ
レ
コ
ム
の
船

舶
通
信
事
業
の
概
要
は
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
衛
星
通
信
の

国
際
的
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
海
運
、
漁
業
、
オ

フ
シ
ョ
ア
（
石
油
・
ガ
ス
支
援

船
、
石
油
リ
グ
）、
レ
ジ
ャ
ー

の
中
核
４
セ
グ
メ
ン
ト
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
い
る
。
提
供
サ
ー

ビ
ス
に
は
、
ハ
ン
ド
セ
ッ
ト
か

ら
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ（
超
小
型
地
球
局
）

に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
衛
星
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
付
加
価
値
サ

ー
ビ
ス
を
含
む
」

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
網
と
し
て
デ

ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ト
ル
コ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
の
８
カ
国
に
オ
フ

ィ
ス
を
展
開
し
て
い
る
」

中
小
型
船
に
光
明

　
―
―
強
み
と
独
自
性
は
。 

　
「
イ
ン
ハ
ウ
ス
の
設
計
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
専
門
知
識

を
駆
使
し
た
統
合
ア
プ
ロ
ー
チ

に
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
で

き
る
点
だ
」

　
「
一
例
と
し
て
当
社
は
中
小

型
船
の
衛
星
通
信
に
お
け
る
課

題
を
克
服
す
る
サ
ー
ビ
ス
『
ワ

ン
ゲ
ー
ト
・
マ
リ
ン
コ
ン
パ
ク

ト
』
を
開
発
し
た
。
Ｌ
バ
ン
ド

通
信
の
容
量
最
適
化
を
通
じ
、

モ
バ
イ
ル
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ

ス
（
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
端
末
で
Ｖ
Ｓ
Ａ

Ｔ
の
よ
う
な
体
験
を
実
現
す
る
」

　
「
既
存
の
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ
端
末
は

大
型
船
向
け
で
あ
り
、
中
小
型

船
の
通
信
ニ
ー
ズ
は
克
服
す
べ

き
ハ
ー
ド
ル
が
大
き
く
、
こ
れ

ま
で
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
て
き
た
。

当
社
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
中
小
型

船
の
船
主
は
遠
隔
医
療
や
ビ
デ

オ
会
議
、
乗
組
員
の
福
利
厚
生

向
上
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
は
じ
め
、
海

運
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
一
翼

を
担
う
こ
と
に
な
る
」

デ
ジ
タ
ル
の
反
動

　
―
―
な
ぜ
海
運
会
社
に
と
っ

て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

が
重
要
な
の
か
。

　
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
到
来
に
伴

い
船
舶
の
搭
載
機
器
の
多
く
が

オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
し
て
い
る
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
乗

組
員
の
福
利
厚
生
用
の
衛
星
通

信
ニ
ー
ズ
が
一
段
と
高
ま
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
船

上
デ
ー
タ
が
増
え
る
ほ
ど
、
そ

れ
が
も
た
ら
す
サ
イ
バ
ー
リ
ス

ク
も
大
き
く
な
る
」

　
「
ブ
リ
ッ
ジ
や
主
機
関
な
ど

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
、
業
務
遂
行

に
不
可
欠
な
多
数
の
セ
ン
サ
ー

を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

船
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
事
業
活

動
と
福
利
厚
生
環
境
に
分
離

し
、
重
要
業
務
の
汚
染
リ
ス
ク

を
排
除
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
」

　
「
海
運
会
社
が
直
面
す
る
も

う
一
つ
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
は

デ
ー
タ
の
真
正
性
だ
。
悪
質
な

サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
し
て
デ
ー

タ
記
録
を
改
ざ
ん
す
る
マ
ル

ウ
エ
ア
（
悪
意
の
あ
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
攻
撃
に
よ
り
、
エ
ン
ジ

ン
性
能
や
燃
料
備
蓄
量
の
読

み
取
り
の
誤
り
が
生
じ
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
酷

使
や
故
障
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
」

　
「
た
だ
、
現
在
、
船
舶
の
サ

イ
バ
ー
脅
威
の
ほ
と
ん
ど
は
、

乗
組
員
が
持
ち
込
ん
だ
個
人
デ

バ
イ
ス
に
よ
る
偶
発
的
な
も
の

だ
。
適
切
な
安
全
プ
ロ
ト
コ
ル

（
取
り
決
め
）
な
し
に
は
、
感

染
し
た
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
、
船
舶
の

シ
ス
テ
ム
全
体
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
」

　
「
当
社
は
こ
う
し
た
新
た
な

課
題
を
解
消
す
る
た
め
、
船
舶

管
理
会
社
と
緊
密
に
連
携
し
、

船
隊
ご
と
に
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ

の
接
続
の
ア
ク
セ
ス
レ
ベ
ル

に
関
す
る
個
別
ポ
リ
シ
ー
を

策
定
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
許
可
は

各
デ
バ
イ
ス
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

　
―
―
Ｉ
Ｍ
Ｏ
（
国
際
海
事
機

関
）
は
来
年
１
月
か
ら
サ
イ
バ

ー
リ
ス
ク
管
理
の
推
奨
を
開
始

す
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
テ
レ
コ
ム
は

海
運
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
対

策
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
か
。

　
「
当
社
が
開
発
し
た
サ
イ

バ
ー
保
安
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

『OneGate

』
は
、
陸
上
と
船

上
の
両
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
護

す
る
こ
と
で
、
二
重
の
レ
ベ
ル

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
提
供
す

る
」

　
「『OneGate

』
の
陸
上
側
の

フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
に
は
、
侵

入
防
止
シ
ス
テ
ム
、
ウ
ェ
ブ
・

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
、
ボ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
検

出
、
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト

な
ど
を
含
む
。
船
上
で
は
重
要

な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
乗
組

員
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
適
切
に

分
離
し
、
二
次
汚
染
の
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
」

　
「
さ
ら
に
当
社
は
Ｖ
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
接
続
が
ダ
ウ
ン
し
た
場
合
に

備
え
て
Ｇ
Ｓ
Ｍ
（
第
２
世
代
移

動
通
信
シ
ス
テ
ム
規
格
）
と
Ｌ

バ
ン
ド
通
信
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
提
供
す
る
。
こ
う
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ

ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
事
業
非

常
事
態
計
画
）
は
、
サ
イ
バ
ー

保
安
上
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

当
社
サ
ポ
ー
ト
担
当
部
門
の
リ

モ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
可
能
に

な
る
」

　
「
ま
た
、OneGate

は
船
上

シ
ス
テ
ム
更
新
の
円
滑
化
に
も

貢
献
す
る
。
船
上
シ
ス
テ
ム
の

修
理
や
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
従

来
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
乗
船

の
た
め
に
数
週
間
を
要
し
て
い

た
。OneGate

は
Ｉ
Ｔ
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
船
上
に
い
な
く
て
も

中
央
仮
想
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
か

ら
す
べ
て
の
船
舶
の
オ
ペ
レ
ー

テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ

ス
で
き
、
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業

を
２
分
で
完
了
で
き
る
。
当
社

の
技
術
者
の
勤
務
時
間
の
90
％

は
遠
隔
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
占
め
て
お
り
、
お
客
さ

ま
に
確
か
な
コ
ス
ト
削
減
と
効

率
向
上
の
実
感
を
も
た
ら
し
て

い
る
」

船
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離
を

Interview

　

海
運
の

　

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

　
海
運
の
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
伴
い
、
船
舶
へ
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
も
高
ま
っ
て
い
る
。
衛
星
通
信
大
手
Ｉ

Ｅ
Ｃ
テ
レ
コ
ム
の
ナ
ビ
ル
・
ベ
ン
・
ソ
ー
シ
ア
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最

高
経
営
責
任
者
、
ア
ジ
ア
・
中
東
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
〈
独
立
国
家
共

同
体
〉
担
当
）
に
船
舶
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て
電
子
メ
ー
ル
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。（
柏
井
あ
づ
み
）

ナビル・ベン・ソーシア氏

Ｉ
Ｅ
Ｃ
テ
レ
コ
ム
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　
　
（
ア
ジ
ア
・
中
東
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
担
当
）

進水した「はまゆう」

リ
モ
ー
ト
で
更
新

日
本
海

航

路

全
国
市
区
町
村
長
の
会 

今
治
な
ど
31
自
治
体

海
事
支
援
要
望
へ
き
ょ
う
発
足


